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　那覇市農連市場痕跡プロジェクトは、2002 年 11 月 23 日～12 月 8日、

wanakio2002 の「まちのなかのアート展」に琉球大学永津ゼミが参加し、

学生・院生を中心に遂行された。

　プロジェクトリーダーを務めたのは大学院１年次の片野坂達也で、彼の

発案により、農連市場の空き倉庫を利用した展示スペースには回転扉が設

置された。農連市場内の地面や床、壁、柱などの傷跡、痕跡を収集するプ

ロジェクトとして広く一般の方々へも参加が呼びかけられた。

　展示空間の内部では、樹脂で型取られた痕跡が闇の中にかすかな照明で

浮かび上がり、あたかも博物館のような雰囲気を醸し出していた。

　大学院１年次の新垣綾子の収集した痕跡は、市場で暮らす人々が噛み捨

てたチューインガムを執拗に追い求めたものである。当初は、このような

学生・院生の収集物や、これに関わるレポートが展示されているのみであっ

たが、徐々に一般の参加者の収集物やレポートが加わり始めた。

　アートイベントwanakio の「まちのなかのアート展」が意図したのは、

完成した作品を遺物として展示することではなく、芸術としてはまだ未分

化なものが人々の活動に溶け込みながらその場所で生成しつつある状態を

示す試みであった。

　この「生活館」では、裏寂れた博物館のような空間の中で、まさにwa-

nakio が意図した通り、「生成する場としての美術」が成立するという希有

なプロジェクトとなった。

　なかでも、高木正樹、山本由美子、マユミ各氏のレポートは感動的なも

のであり、これらについては展示会場に置かれる形で、それぞれ既に別冊

としてまとめられているので、是非とも多くの方々に読んで頂きたい。
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